
１　基幹浄水場連絡管整備事業について
水道局では、通常時はもとより災害や水質事故等の非常時にも安定した給水ができるように、

既存の施設の更新を兼ねながら、大きな浄水場（下記の概要図における４か所の浄水場及び法田

ポンプ場）の間で水道水を相互に融通できるよう連絡管や配水池等の整備を進めています。

本事業では次のような工事を行って、北部地区の浄水場から南部地区の浄水場配水区域へのバック

アップの強化を図ります。

①　平配水池から中央台地区までの「平・鹿島水系幹線」の整備

②　鹿島地区と常磐地区を結ぶ「鹿島・常磐水系幹線」の整備

③　浄水場水系間で水道水を相互融通するための「中部配水池」の建設など

２　平・鹿島水系幹線について
「平・鹿島水系幹線」が本年度に完成し、平配水池から中央台地区まで耐震性のある大口径の連絡

管が整備されました。

これにより、南部地区の浄水場から配水していた中央台地区や小名浜地区へ、新たに平浄水場

からの配水も可能となり、東日本大震災以前と比べ非常時における給水の安定性が向上しました。

３  施設の整備と効果
施設名称 施工年度 整　備　効　果

平・上野原水系幹線 H15 ～ H20
平浄水場水系と上野原浄水場水系の相互融通が可能となり、
非常時における給水安定性が向上しました。

平第２配水池 H23 ～ H27 必要な容量の確保や施設の耐震化および既設のポンプ場の
統合を兼ねて整備しました。非常時においては大きな浄水
場間の相互融通ができる施設となりました。平ポンプ場 H24 ～ H27

平・鹿島水系幹線 H15 ～ R ２
平浄水場から中央台地区や小名浜地区への配水が可能とな
り、非常時における給水安定性が向上しました。

鹿島・常磐水系幹線 H28 ～ R10 予定 現在、泉浄水場から配水している常磐地区へ、平浄水場か
らの配水も可能となります。中部配水池 R ６以降予定

令和元年度 水道事業会計決算のあらまし

◆　令和元年度決算のポイント

　令和元年度の純利益は、令和元年東日本台風等の影響で前年度より約16億4,300万円減少し、

約4億7,700万円となりました。

●　純利益は約４億7,700万円で前年度と比べ大幅に減少

水道局では、「独立採算の原則」のもと、皆さまからいただいた
水道料金を主な財源として、効率的な事業運営に努めています。
令和元年度の決算が市議会で認定されましたので、その内容に
ついてお知らせします。

◆　水道事業は収益的収支と資本的収支の２本立ての会計になっています！

純利益の推移
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※　水道事業の純利益は、水道施設の整備や借入金の返済に使われます。

※　令和２年度の純利益は、予算上の見込額となります。
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収益的収支

外部に対する
支払を伴わな
いため、この
分の現金は
企業内に蓄え
ら れ、建 設
改良事業等の
財源となり
ます。

お客さまからの
水道料金

81億2,092万円
（87.43％）

収入
92億8,841万円
（消費税抜き）

支出
88億1,133万円
（消費税抜き）

施設の
減価償却費など
（非現金支出）
35億9,099万円
（40.75％）

委託料や修繕費
など

37億2,868万円
（42.32%）

借入金の支払利息
4億9,068万円（5.57％）
人件費

10億98万円（11.36%）

加入金や負担金など
11億6,749万円
（12.57％）

（水道料金等の収入と水道水をつくり送り

 届けるための費用など）

当年度純利益
４億7,708万円

資本的収支

収入
22億4,201万円
（消費税込み）

支出
68億3,771万円
（消費税込み）

収支不足額
45億9,570万円

施設などの
建設改良費
47億4,328万円
（69.37％）

国からの借入金など
22億4,201万円
(100.0％）

借入金の
返済

20億9,443万円
（30.63％）

（水道施設を建設するなどの費用と

 その財源として調達した資金）

資本的収支の
不足額は、

純利益や減価償却
費などの企業内部
に蓄えられた資金
（内部留保資金）
などで補てん
しています。

台風による豪雨で平浄水場などが浸水して

しまったため、壊れた機械の修理や浸水対策

などにたくさんの費用がかかったほか、水道

料金の減免などで収入も減っているからだよ。

そうなんだよ。だから、純利益を今までどおり
確保していくのは難しくなってくるんだけれど、
一方で、また同じように豪雨が発生した場合で
も大丈夫な施設整備のために、たくさんのお金
が必要になってくるから、これからも事業を効
率的かつ効果的に進めていかなければならない
んだ！

左のグラフを見ると、元年度の純利益は

前年度と比べて大幅に減っているね。

なるほどね。でも、これからは人口が減少して
料金収入も減っていくと思うけど大丈夫なの? 

赤字に見えるけど、収益的収支の純利益や内部留保資金

などで補てんする仕組みになっているんだよ。

資本的収支は赤字なの？

お客さまからいただいた

水道料金はこのように

使いました。

お問い合わせ　 経営戦略課　財務係　　 TEL   22-9313 お問い合わせ　 配水課　建設係　　 TEL   22-9382

「基幹浄水場連絡管整備事業」とはどんな事業？
～「平・鹿島水系幹線」が完成しました～
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非
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水
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泉浄水場 泉配水池

中部配水池

法田ポンプ場

山玉浄水場

法田配水池 小名浜配水池

小名浜地区勿来配水池

田代配水池 上野原配水池 平浄水場

中央台地区

平配水池・平ポンプ場
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中部配水池

相互融通に係る基幹配水池

凡　例 平成29年度から令和３年度まで（中期経営計画期間）の整備予定箇所

令和４年度以降の整備予定箇所
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〇　基幹浄水場連絡管整備事業の概要図
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